
消防団たずね歩き 
来たる災害に備える！  

須磨消防団第５分団です。 

西国街道に詰所を構え、管轄地域は山陽

電鉄月見山駅を中心に、東はカエルの滑り

台がある天井川から西は西須磨小学校のあ

る離宮道。北は自然豊かな須磨アルプス、

須磨離宮公園、神戸女子大学を含む横尾地

域から、南は JR 沿線までを管轄しておりま

す。 

静かで穏やかな地域ではありますが、阪

神・淡路大震災を乗り越えた建物や狭小な

道路も多く存在しており、徒歩による警戒

が必要な地域になります。 

分団員は、20 歳代～60 歳代の 17 名が在

籍しています。多くは会社員で、女性団員

も５名在籍しており、40 歳代・50 歳代が中

心となって、日曜日に点検、訓練や訓練指

導を行っています。 

地域での活動は、西須磨防災福祉コミュ

ニティ、青少年育成協議会と協力しての震

災イベント「1.17 を忘れない」での防災訓

練（ゆれるん、煙体験、AED、ロープ結索、

防災クイズ、放水訓練展示等）や西須磨小

学校の児童を対象とした、防災キャンプへ

の協賛。西須磨小学校 PTA 主催で保護者を

対象とした市民救命士講習がありました。 

また、近年では各自治会やマンション管理

組合で消火器の取扱い訓練や市民救命士講

習を実施しています。地域住民と協力して、

防災力の強化に努めております。 

 

阪神・淡路大震災から 30 年。 

あの時、私は高校生でした。未曾有の大

災害にも関わらず、発災直後から地域の

方々にお世話になり、当時の消防団にもお

世話になったことをよく覚えています。 

その地域の方々が防災福祉コミュニティや

青少年育成協議会を今も担ってくれており、

当時のことを伝えてくれています。消防団

の方々も OB、現役と団活動を支えてくれて

います。 

最近では南海トラフ地震への警戒、準備

が取り沙汰されています。来たる災害に備

え、団員の知識、技術の向上とともに地域

の方々と力を合わせ、防災・減災に務めら

れるよう取り組んで行きます。 

（

地域に根付いた消防団を目指しています！ 


